
ガザもレバノンも停戦とは名ばかりで、日々攻撃が続き、
人々の生活は苦しく、健康面でも心理面でも危機状況が増しています。
今号では、現地の状況と人々の思いをご紹介します。
「私たちのことを忘れないで」 という痛切な声を聴いてください。

ガザでは、昨年度32万人を超える人たちに炊き出しを提供しました。
今年度も毎日約800人に炊き出しを提供しています。
給水支援では毎日10万リットル（100トン）を400万人に届けました。
現在も同じように継続をしています。また１万6千人以上の妊産婦と
2300人以上の新生児への支援、4万3千人以上の乳幼児への栄養支援、
数千人の子どもと大人への心理サポートなどを実施し、現在も継続をしています。
レバノンでは、3月以降、避難民1200世帯約5000人以上に
食料や衛生用品を配布し、子どもや女性への心理サポートを実施しています。
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ご支援ありがとうございます。
ガザでもレバノンでも、
パレスチナ子どものキャンペーンの支援活動は継続しています。

写真：炊き出しを受ける子ども（ガザ）


